
学校再編案検討プロセス（修正案）

①検討における前提条件の設定について

※ただし、地域の特性や現状を踏まえ、グループを整理する

・再編には、少なくとも２以上の学校が関係する
・全市的アンケート結果より、現中学校区内での再編手法は許容されている
・全市的アンケート結果より、小中一貫校化は許容されている

○現中学校区を基本的な再編対象グループ※とする

②再編対象グループの決定について
①の前提条件を基に、学校再編対象グループを決定する（別紙）

③再編対象グループにおける学校再編案の検討

第１段階：適正規模を評価軸とした学校再編パターンの検討
○学校再編パターンの抽出
・各学校再編グループにおいて、想定される学校再編パターンを抽出する
・抽出する際には現況のまま維持するパターンや小学校のみ統廃合するパター
ン、小中一貫校化するパターン、義務教育学校化するパターン等様々なパター
ンについて検討する

○適正規模に関する評価軸を基に学校再編パターンを評価
【評価軸】
①再編後の各学校の児童生徒数の適正化
…特定の年度（例：全ての学校再編が終了する年）における再編パターンで想定
される各学校の児童生徒数を算出し、適切な学校規模の学校数（適正化）等を
比較・評価する

教育課程やICTといったソフト面については、再編に関わらず、全ての学校において適切な教
育環境を実現する必要があるため、再編計画の前提として整理する。

各再編対象グループにおいて、適切な学校再編パターンを選定

資料③
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③再編対象グループにおける学校再編案の検討

第二段階：適正配置を評価軸とした学校整備地の検討
・最も適切な学校再編パターンにおいて、いくつかの学校にて学校再編を実施す
る際には、どの敷地を活用するのか検討が必要である
【前提条件】
・再整備に関しては、児童生徒や周辺住民に与える影響等を踏まえ、既存の学校
敷地を基本とする
※令和６年度策定「各務原市学校建替基本方針」より
※諸事情により、移転も含めた検討を行い、総合的な判断で敷地を決定すること
も考えられる（学校の敷地面積が不足する場合や児童生徒の安全性の確保に
支障がある場合等）

【評価軸】
①適切な通学条件の確保のしやすさ
…各学校整備地における「学校再編によって適切な通学環境の確保が困難な児
童生徒数等（例：スクールバスの導入が必要な児童生徒数 等）」を比較・評価
する

②適切な敷地面積の確保のしやすさ
…各学校整備地が「十分な敷地面積を備えているかどうか等」を比較・評価する
③小中一貫教育のしやすさ
…学校整備地における「小中一貫教育のしやすさ」を比較・評価する

各再編対象グループにおける学校再編パターンとその学校整備地を選定

④小中学校のロードマップの作成
・学校施設の老朽化や児童生徒数の推移等を踏まえて、各学校の再編時期を検
討する
【検討条件】
①学校施設の老朽化
…学校再編の時期は、更新等が必要な学校施設がそれぞれ何年後に発生するの
かを勘案して整理する

②児童生徒数の規模
…学校再編の時期は、再編後の学校における想定児童生徒数の推移を勘案して
整理する
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各務原市全体の最も適切な学校再編案が決定

以上の検討条件を基に、最も適切な再編ロードマップを決定



【別紙】第３回検討委員会で決定した学校再編対象グループ

那加・桜丘中学校グループ

・将来人口推計において、令和１２年までに尾崎小児童数が１２０人を下回る見込み
また、令和４７年には桜丘中も適正化すべき小規模校に該当する可能性がある
・那加中は令和１７年に校舎が築７５年に到達する

※尾崎小児童は他の校区をまたいで通学しており、隣接する那加第一小学校との再編など
も含め一体的に検討する必要があることから、那加・桜丘中学校グループとして整理する

・那加第一小学校
・那加第二小学校
・那加第三小学校
・尾崎小学校
・那加中学校
・桜丘中学校

稲羽中学校グループ

・将来人口推計において、令和１２年までには稲羽東小児童数が１２０人を下回る見込み
また、令和４７年には稲羽中、稲羽西小も適正化すべき小規模校に該当する可能性がある
・稲羽中は令和１５年に校舎が築７５年に到達する

・稲羽東小学校
・稲羽西小学校
・稲羽中学校

川島中学校グループ

・将来人口推計において、適正化すべき小規模校に該当する可能性は低い
・川島中は令和２１年に校舎が築７５年に到達する

・川島小学校
・川島中学校

鵜沼・中央中学校グループ

・将来人口推計において、令和１２年までに各務小児童数が１２０人を下回る見込み
・鵜沼中は令和１８年に校舎が築７５年に到達する

※中央中校区の小中学校は現時点で適正化すべき小規模校に該当する見込みはないが、各
務小が中央小と隣接しており、自治会まちづくりミーティングや関係者ヒアリングにおいて、
中央小との統合案の提案もあったことから、一体的に検討する必要があることから、鵜沼・
中央中学校グループとして整理する

・鵜沼第一小学校
・八木山小学校
・各務小学校
・鵜沼第二小学校
・陵南小学校
・中央小学校
・鵜沼中学校
・中央中学校

緑陽中学校グループ

・令和７年時点において、緑苑小児童数が１２０人を下回っている
・しばらくの間は、目標使用年数に到達する校舎はない

・鵜沼第三小学校
・緑苑小学校
・緑陽中学校

蘇原中学校グループ

・将来人口推計において、適正化すべき小規模校に該当する可能性は低い
・蘇原第一小は令和１４年に校舎が築７５年に到達する

・蘇原第一小学校
・蘇原第二小学校
・蘇原中学校
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